
会  議  録  

会 議 の名 称 令和３年度第２回行田市地域公共交通会議  

開 催 日 時 
令和３年１２月８日（水） 

開会：１４時００分   閉会：１４時５５分  

開 催 場 所 市役所３０５会議室  

出席者（委員）  

氏 名 

石川隆美、田沼健一、鈴木貴大（代理：鈴木秀忠）、山岸晃（代理：神原

正夫）、長島豊、髙鳥和子、小暮福三、関口正彦、清家裕之（代理：森

福一郎）、飯塚光弘、中山昌典（代理：田中克賢）、西野利彦、中島紀

行、岡村幸雄、渡邉直毅、小池義憲、江森裕一、松浦由加子  ※敬称略  

欠席者（委員氏名）  栗原喜好、関根肇、高原昭、田尻要  ※敬称略  

事 務 局 【交通対策課】風間課長、中村主幹、松本主査、杉山主任  

会 議 内 容 

議事  

（1）市内循環バスルート等の見直しについて  

その他  

（2）行田市地域公共交通会議設置要綱の一部改正等について 

（3）行田市市内循環バス車内広告付きモニターの設置について  

会 議 資 料 

（1）運行時刻の変更及びバス停の廃止・新設・移設〔資料１〕  

【東】バス停の廃止・新設・移設一覧、時刻表、地図〔資料２〕  

【北東】バス停の廃止・新設・移設一覧、時刻表、地図〔資料３〕  

【北西】バス停の廃止・新設・移設一覧、時刻表、地図〔資料４〕 

【西】バス停の廃止・新設・移設一覧、時刻表、地図〔資料５〕  

【観光】バス停の廃止・新設・移設一覧、時刻表、地図〔資料６〕  

（2）行田市地域公共交通会議設置要綱  

行田市地域公共交通会議財務規程  

（3）行田市市内循環バス車内広告付きモニターの設置  

そ の 他 必 要 

事 項 
 

会  確   

議  

録  

の 定  

確  定  年  月  日  主  宰  者  氏  名  

令和３年１２月８日  石  川  隆  美  
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司  会  
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議 長  
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会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

１ 開  会  

・開会を宣言  

・変更委員の紹介  

・会議公開の旨の報告  

・傍聴人数（２名）の報告  

 

２ あいさつ  

  （会長あいさつ） 

 

３ 議事  

・要綱の規定により、会議の議長を会長が務める旨の説明  

・「議案第１号  市内循環バスルート等の見直し」について事務局に説

明を求める。  

・資料１から資料６に基づき、各コースの変更内容について説明  

・ただ今の説明について、委員の皆様からご意見を頂戴したい。 

・他のコースは往復型への変更などにより乗車時間が短縮されている

一方で、東循環コースの乗車時間はあまり変わっていない。乗客の身

になると時間は短い方がいいが、東循環コースの時間短縮については

議論されなかったのか。また、往復型に変更されたルートは時間短縮

の議論がなされたのか。  

・東循環コースについても、プロジェクトチームの会議の中で利便性向上

が図れないかと議論を行った。北東コースや北西コースは総合福祉会

館の利用が多く、当該コースの利用目的が明確であったが、東循環コ

ースは折返しの拠点となる場所の設定が難しかったため、循環型ルー

トを継続した。また、運行範囲が広いため、利便性向上を考えると路

線を分ける必要があると思われるが、運行経費の捻出や当該コースの

利用者数を鑑みると路線分割は費用対効果に疑問が残る部分が多

い。今後、公共交通計画の策定に併せた見直しの中で、検討を進め

ていきたい。  

・折返し地点がないという話だが、例えば古代蓮を基準にすると、観光

拠点循環コースも入るので利便性は上がるのではないか。  

・確かに東循環コースの他に観光拠点循環コースも古代蓮の里に乗り

入れており、折返しのポイントの一つになると思うが、その拠点を基に
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どういったルートで走るかとなると、まだ議論が必要であると思ってい

る。 

 ・検討する余地があると考えてよろしいか。  

・乗車時間が短い方が、利便性がいいだろうということは第一に議論し

た。北東循環コース及び北西循環コースは傾向として福祉会館から忍

城ターミナル又はその途中の病院をご利用されるという状況を鑑み、

行って帰るほうが時間も短くなるということで、きれいにそろえることがで

きた。東循環コースは、もともと広範のため分割も一案ではあったが、

分割してしまうと行きたいところも分散されてしまい利便性も今一つ取

れないという懸念があった。これが最終形ではなく、今後、他の路線と

合わせて更に使い勝手が良く、短く移動できるように考えている一方、

デマンドタクシーとの兼ね合いも図る必要がある。行田市は公共交通

関係の計画は策定していないので、計画をしっかり定め、より短い時間

でいかに目的地に行けるか、引き続き議論していきたいと考えている。 

 ・現在、国土交通省で危険バス停として、バスが停車した時に横断歩

道や交差点を塞いでしまうとか、横断歩道から５メートル以内に掛かっ

てしまう停留所をリストアップしている。今回、新設や移設の停留所が

かなりあるので、危険バス停の要件に該当しないような場所に設置を

お願いしたい。  

 ・この件については、行田警察署さんと協議を重ねてきているため、田

中様から何かお話しいただければ、皆様安心されると思うのでお願いし

たい。 

 ・今回新設及び移設する 14 カ所について確認させていただいた。きちん

と一人二人待てるように安全性が保てる部分であって、外側線などを

直していただければ乗り降りする人にとっても危険性が無いと確認でき

た。 

 ・いくつか整備を必要とするところもあるようだが、４月の運行までには

調うということでよいか。 

 ・一部外側線等薄くなっている場所については４月の運行開始までに

整備を完了させる予定である。 

・今回のバスルートの中に危険バス停は無いということだが、引き続き市

の方でも状況を把握してまいりたい。 

・バス運行事業者の皆様方からもお話しいただきたいので、順次お願い

する。 
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・当社もいくつか危険バス停と言われる場所が当初あったが、各自治体

の協力をいただきながら、移設させていただいて少しずつ解消してい

る。 

・北東循環コース、北西循環コースの往復系統というのは、ご利用の皆

様にとっては同じ道を行って帰ってくるというところで非常に分かりやす

い。また、運行時間も短縮されて便数も確保できているので、利便性

は大幅に上がっていると思う。 

・危険なバス停は見直しをかけており、今回の見直し前にバス停の移動

は終わらせている。それを踏まえ、今回いくつか新設もあるが事前に現

地を確認しているので、ご安心いただきたい。 

・弊社、観光拠点循環コースを担当しているが、危険なバス停は無く、

今回一つバス停の増設があるが、そちらも危険なバス停には当たらな

いと確認している。今、行田に非常に多くの方がお越しいただいている

中で、乗車人数も増えている。弊社としても全力を尽くして行田の観光

に引続き協力していければと思っている。 

・それでは、提案のとおり 4 月からのルート変更について、ご承認いただ

けることでよろしいか。 

（「異議なし」という声あり）  

 

４その他  

・次に「２ その他」について、事務局に説明を求める。  

・行田市地域公共交通会議設置要綱を一部改正したこと及び行田市

地域公共交通会議財務規程を新たに定めたことについて説明  

・行田市市内循環バス車内広告付きモニターを設置することについて説

明  

・ただ今の説明について、委員の皆様から何かご意見ご質問等があれ

ばお願いする。 

（意見なし） 

・委員の皆様には計画策定に向けてご協力いただくことも多くなると思う

がよろしくお願いする。 これで議長の職を解かせていただく。 

 

５ 閉  会  

・閉会を宣言（14:55 終了） 

 


